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平
成
十
五
年
二
月
二
十
九
日

・
三
十
日
に
は
、
萩
山
神
社
春
の
例
祭
に
合
わ
せ
て
、
萩
山

郷
土
芸
能
保
存
会
に
よ
る
獅
子
舞

・
囃
子
屋
台
の
芸
能
発
表
大
会
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
好
天
の
な
か
、
熱
の
こ
も
っ
た
演
技
へ
の
大
き
な
拍
手
や
、
餅
投
げ
の
ど
よ
め
き
が
、

郷
の
春
を
告
げ
て
い
ま
し
た
。

梅王 坂元雄太郎くん   松王 松島慎吾くん   桜丸 金原裕二くん
■

ワーイッ こっちにも投げてよ
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さあ さいごのひとふんばリ保存会のみなさん よろしくお願いします
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平成15年 6月 1日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 55号 (2)

※※※憶※憶
新
緑
が
さ
わ
や
か
な
好
時
節

に
な

っ
た
。
前
号
以
降
の
諸
行

事
等
を
交
え
て
区
の
情
勢
を
ご

報
告
す
る
。

二
月
六
日
、
第
十
四
回

「萩

の
里
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
区
民

会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

招
待
者
、
保
育
園
児
、
実
行
委

員
三
百
余
名
が

一
堂
に
会
し
、

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行

わ
れ
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

保
育
園
児
の
発
表
や
、
腹
話
術

等
も
加
わ
り
新
鮮
味
も
増
し
て

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
う
。

二
月
二
十
九

・
三
十
日
は
、

萩
山
神
社
の
春
祭
。
好
天
に
恵

ま
れ
、
人
出
も
多
く
賑
や
か
に

で
き
た
。
本
年
は
、
囃
子
の
屋

台
が
新
調
さ
れ
、
笛

・
太
鼓
の

音
色
も
冴
え
、
伝
統
の
獅
子
舞

・

獅
子
曳
き
の
演
技
も
力
強
く
発

表
さ
れ
、
盛
大
な
拍
手
で
盛
り

上
が

っ
た
。

四
月
か
ら
新
年
度
が
始
ま

っ

た
。
本
年
度
は
、
区

・
町

・
公

民
館
関
係
等
の
役
員
は
、
二
年

任
期
の
切
り
替
え
年
に
当
た
り
、

再
任
の
方
も
あ
る
が
、
多
く
の

新
任
の
方
々
を
迎
え
て
、
四
月

二
十
日
、
常
会
長

・
委
員
合
同

会
議
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
は
、

下
市
田
区
年
度
始
め
の
総
会
に

区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長

大
屋
敷
　
清
　
利

◇
¨
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″
◇
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◇
″
◇
¨
◇
″

あ
た
る
も
の
で
、
各
委
員
会
か

ら
計
画
や
抱
負
が
発
表
さ
れ
、

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
が
で
き
た
。

本
年
度
の
区
の
予
算
は
、
前

年
度
微
減
の
三
二
五
〇
万
円
。

不
況
の
続
く
中
、
緊
縮
財
政
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

四
月
二
十
五
日
、
下
市
田
高

寿
会
の
総
会
が
区
民
会
館
で
行

わ
れ
た
。
高
齢
化
の
押
し
寄
せ

る
中
で
、
萩
山
神
社
、
区
民
会

館
等
の
清
掃
作
業
な
ど
奉
仕
活

動
に
取
り
組
ま
れ
感
謝
の
ほ
か

は
な
い
。

道
路
関
係
で
は
、
ふ
る
さ
と

農
道
県
営
湯
ケ
洞
線
は
、
林
豊

氏
宅
南
か
ら
竜
西
線
ま
で
が
四

月
に
入

っ
て
舗
装
ま
で
完
了
し
、

上
段
道
路
ま
で
す
ば
ら
し
い
道

路
が
で
き
あ
が

っ
た
。
本
年
も

国
道

へ
向
か
っ
て
継
続
さ
れ
る
。

農
免
道
路
は
、
北
工
区
堤
防

下
か
ら
南

へ
二
二
〇

ｍ
間
、
拡

幅
工
事
が
終
わ

っ
た
。
但
し
、

舗
装
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
七

ｍ
幅
の
車
道
、
両
側

へ
側
溝
を

含
む
二

・
五
ｍ
幅
の
歩
道
、
全

幅

一
二
ｍ
の
道
路
で
あ
る
。

朝
霧
の
里
整
備
事
業
は
、
広

範
に
亘

っ
て
い
る
が
、
メ
イ
ン

の
国
道
Ａ
コ
ー
プ
北
か
ら
北
の

原
方
面

へ
の
道
路
が
本
年
は
着

ジ ・燿
恐ヽ
]菌L

l卜 4

工
の
予
定
で
あ
る
。

四
月
、
区
民
会
館

一
階
の
畳

の
裏
返
し
を
し
た
。
竣
工
以
来

満
六
年
経
過
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

A
林 隆 俊  菅 '召 日召 彦  中 村 忠 敬 副会長 片 桐 猛 会長 松 島 修 三

,
小 川1 光 春 |1頂 青目 口 平  八

久保田 邁 小 島 孝 彦 林
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沢大松  村

Li
雄

会

長

挨

拶

一
　

　

松

島

修

三

世
相
は
急
変
し
て
日
々
定
ま

る
事
が
望
め
な
い
昨
今
で
す
が
、

地
方
自
治
の
本
来
は
い
つ
何
ど

き
で
も
不
変
で
あ
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
区
民
の
為
の
区
民

に
よ
る
区
政
が
行
わ
れ
る
様
、

代
議
員
は
各
部
落
区
民

一
人

一

人
の
信
任
を
得
て
参
集
し
た
者

で
、
区
政
が
そ
の
活
力
と
自
治

の
本
来
の
姿
を
失
わ
ぬ
様
審
議

を
尽
く
し
実
践
を
促
す
責
務
を

負

っ
て
構
成
さ
れ
、
区
民
の
期

待
を
担

っ
て
居
る
機
関
が
代
議

員
会
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
代
議
員
諸
氏
は

す
ぐ
れ
た
方
々
ば
か
り
な
の
で
、

御
力
を
借
り
て
私
も
代
議
員
会

長
の
大
任
を
果
た
す
べ
く
真
剣

に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
有

り
ま
す
が
、
如
何
せ
ん
微
力
で

あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
温

か
い
御
指
導
御
鞭
撻
を
い
た
だ

き
、
責
任
を
果
た
し
任
期
を
全

う
致
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

下
市
田
は
近
隣
に
比
類
無
き

伝
統
と
文
化
を
誇
り
、
産
業
と

経
済
の
安
定
し
た
地
域
を
形
成

し
、
緑
と
福
祉
の
か
ぐ
わ
し
い

土
地
柄
で
あ
り
ま
す
。
此
の
輝

か
し
い
我
が
故
郷
下
市
田
が
更

に
繁
栄
し
発
展
致
し
ま
す
様
願

い
つ
つ
、
就
任
の
御
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

利 明 林村 沢 利 美 原 田 州 康
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(3)平成15年 6月 1日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 55号

集
い
の
場
の

和
み
に
寄
せ
て

公
民
館
下
市
田
支
館
長

田

中

達

郎

地
球
温
暖
化
、

脱
ダ
ム
等
叫
ば
れ

る
今
、
林
務
委
員

二
期
目
と
な
り
、

区
有
林
も
大
分
整

備
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
本
年
度
も
区

民
の
皆
様
の
協
力

に
よ
り
、
山
作
業

を
進
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

町
の
水
源
と
す
る
森
林
を
守

り
、
環
境
保
全
を
考
え
、
区
有

林
整
備
に
携
わ

っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

取
り
組
ん
で
み
ま
し
た
。

任
期
中
に
は
、
役
職
の
方
々

を
始
め
、
諸
団
体
の
方
々
、
ま

た
多
く
の
区
民
の
皆
様
か
ら
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
、

四
年
間
を
無
事
大
過
な
く
務
め

れ
ま
し
た
事
を
、
心
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

下
市
田
公
民
館
が
、
区
民
皆

様
の
親
睦

・
連
携
の
場
と
し
て

も
存
在
し
、
地
域
の
中
に
益
々

輪

（和
）
が
広
ま
る
事
を
祈
念

し
て
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

夫

委員長

守

不ll水

林

今
年
度
か
ら
二
年
間
水
利
委

員
長
と
し
て
、
区
民
の
皆
様
に

お
世
話
様
に
な
り
ま
す
が
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
水
利
と
申
し
ま
す
と
、

権
の
話
で
す
。
水
利
権
は
大
変

大
事
な
し
か
も
重
要
な
権
利
で

す
が
、
従
来
水
利
権
は
農
家
だ

け
の
権
利
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。

最
近
の
著
し
い
環
境
の
変
化
に

よ
り
、
農
業
用
水
路
も
、
地
域

に
よ
り
多
少
の
差
は
有
る
に
し

ろ
、
排
水
路
化
さ
れ
て
い
る
様

に
思
わ
れ
ま
す
。
言
葉
を
変
え

れ
ば
、
生
活
用
水
路
又
は
生
活

排
水
路
で
す
。
従

っ
て
、
井
ざ

ら
い
作
業
の
範
囲
は
、
地
域
又

は
常
会
等
に

一
任
致
し
ま
す
が
、

区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

一可

長

‐

口員
一４

委木

下

土

桐

て
提
出
い
た
だ
い
た
懸
案
に
つ

い
て
町

・
区
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
道
路
維
持
工
事
七
件
、

安
全
施
設
工
事
四
件
、
道
路
改

良
工
事
二
件
、
舗
装
工
事
二
件
、

橋
梁
工
事

一
件
、
地
元
施
工

一

件
、
地
域
づ
く
り
拠
点
整
備
事

業
七
件
、
ふ
る
さ
と
農
道
緊
急

整
備
事
業

一
件
、
等
の
工
事
を

行

っ
て
い
く
予
定
で
す
。
又
、

区
民
の
皆
様
に
は
春

・
秋
の
里

防
災
対
策
等
の
協
力
に
は
日
頃

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
最
近
は

通
園

・
通
学
路
に
樹
木
が
覆
い

か
ぶ
さ

っ
て
い
る
個
所
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
地
主
さ
ん
の
方

は
撤
去
作
業
を
お
願
い
致
し
ま

す
。今
後
共
、
町

ｏ
区
と

一
体
に

な
り
事
業
に
努
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
御
協
力
御

理
解
を
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

長

男

中貝委
龍
生衛
村
境

‐

環
上

新
年
度
に
あ
た
り
、
環
境
衛

生
委
員
長
を
務
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
未
熟
で
は
あ
り
ま

ま
す
。
皆
さ
ん
常
会
な
ど
の
集

ま
り
の
中
で
、
少
し
で
結
構
で

す
、
ゴ
ミ
問
題
に
触
れ
て
み
て

下
さ
い
。
又
、
ご
家
族
の
中
で

ゴ
ミ
問
題
を
話
し
合

っ
て
み
て

下
さ
い
。
少
し
で
も
ゴ
ミ
の
減

量
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

委
員
会
全
員
で
ゴ
ミ
の
問
題
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
区
民

の
皆
さ
ん
ゴ
ミ
の
分
別
に
協
力

の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

消防委員長

佐々木   茂

今
年
度
よ
り
二
年
間
消
防
委

員
長
と
し
て
区
民
の
皆
様
に
お

世
話
に
な
り
ま
す
。
災
害
は
忘

れ
た
頃
に
や

っ
て
来
る
と
言
わ

れ
ま
す
。
東
海
沖
地
震
の
発
生

が
近
い
将
来
と
言
わ
れ
る
今
、

被
害
が
最
少
限
と
な
る
様
普
段

よ
り
区
民
の
皆
様

一
人

一
人
が

防
災
意
識
を
持

っ
て
頂
き
、
家

具
の
倒
伏
防
止
、
火
の
用
心
等

に
努
め
て
下
さ
い
。

今
年
の
事
業
と
し
て
危
険
個

所
の
点
検
、
消
防
施
設
の
保
全

設
置
等
を
区

・
部
落

・
自
衛
消

防

・
消
防
団
の
方
々
と
協
調
し

て
活
動
を
行
い
ま
す
。
下
市
田

区
よ
り
火
災

・
災
害
が
出
な
い

様
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

区
民
の
皆
様
の
負
託
を
戴
き
、

本
年
度
か
ら
二
年
間
、
私
ど
も

が
支
館
三
役
の
仕
事
に
携
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
常
々
温

か
い
お
力
添
え
を
感
謝
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
共
よ
ろ
し
く
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新
し
い
館
則
に
添

っ
て
二
年

間
の
運
営
を
経
過
し
、
少
人
数

に
よ
る
力
の
結
集
と
和
合
す
る

連
携
の
楽
し
さ
、
喜
び
を
体
験

し

つ
つ
、
二
十
名
部
員
の
協
力

／
“
　
男

館 長

幸

岐
原

百
ロ

分
担
に
よ

っ
て
大
過
な
く
諸
行

事
を
進
め
る
事
が
で
き
、
心
よ

り
有
難
く
存
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
偏
に
分
館
長

・
主
事

の
方
々
の
ご
指
導
は
勿
論
の
事
、

区
民
皆
様
方
の
ご
支
援
の
賜
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
も
、
集
い
の
場
を
通

し
て
楽
し
い
交
流
の
輪
を
広
げ
、

古
き
良
き
時
代
を
語
り
、
新
し

い
息
吹
き
を
共
感
で
き
る
行
事

等
、
検
討
推
進
し
て
参
り
た
い

と
願

っ
て
い
ま
す
。
大
所
高
所

か
ら
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し

つ

つ
就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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1日
支館主事

小 椋   恵  北

退

任
挨

拶

前
支
館
長

小
宮
山

佳

子

平
成
十

一
年
度
か
ら
下
市
田

公
民
館
を
担
当
し
、
十
三
年
度

よ
り
新
館
則
の
発
足
と
併
せ
て
、

支
館
長
の
立
場
で
運
営
に
当
た

ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
迄
の
伝
統
を
踏
ま
え

つ

つ
、
新
企
画
の
導
入
も
考
慮
し

て
、
「
萩

の
里
ま

つ
り
」

へ
の

高
校
生
の
バ
ン
ド
演
奏
参
加
、

「文
化
祭
り

・
敬
老
会
」

で
は

伊
那
谷
の
芸
能
文
化
の
鑑
賞
と

し
て
今
田
人
形
座
の
公
演
等
に

北頓
委
亥治

必
ず
話
題

に
な
る
の
が
、
水
利

道
作
り
、
冬
場

の
除
雪
作
業
、

下
市
田
地
区
内
の
十
五
年
度
　
す
が
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

工
事
に
つ
い
て
、
昨
年
度
地
区
　
環
境
衛
生
委
員
会
で
今

一
番
の

計
画

（五
ケ
年
計
画
）
に
お
い
　
悩
み
は
、
ゴ
ミ
の
分
別
で
あ
り

アロロロ‐

′

‐

|二:… 1

・
／

■

〓
■

　

・
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下
市
田
区
■
■
■

■
■
薔
●
綱
，●

登  矢 澤

ご

挨

拶

委
員
長

塩

沢
　

学

こ
の
度
の
改
選
に
よ
り
、
私

ど
も
三
名
が
、
監
査
委
員
を
仰

せ

つ
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
下
市
田
区
監
査
委
員
職
務

規
定
に
基
づ
き
ま
し
て
、
職
務

を
遂
行
し
、
区
の
発
展
の
た
め

に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
区
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
協
力
の
程
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

韓
槻
＝
二
が？
過
日
の‐

琳一揆
一
修
峰譜
に
つの群

湛̈
凛
岡
れ罫
薇曇

膨̈
＝一静
始る分‐劉０̈

¨̈【″諄一』呻。つ業峰［̈
れ

樹̈

¨
分
姉
謄

梢
い
は

一分
一分
一”
　

事
業
も
併
せ
て

，
■
絆
■
・　
協
力
し
遂
行
し

ま
す
。
支
館

で
の
会

の
仕
事
は

七
月

に
萩

の
里
祭
り
、
十
月
は

文
化
祭
り

・
ぐ
る
リ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ

・
敬
老
会
、
十

一
月
に
は

町
の
ふ
る
さ
と
祭
り
で
の
お
汁

粉
サ
ー
ビ
ス
と
続
き
ま
す
。
新

支
館
部
員

の
皆
さ
ん
か
ら
は
二

年
間
の
活
動

に
対
し
て
不
安

の

声
を
多
く
耳

に
し
ま
す
が
大
丈

夫
。
二
月

に
湯
ケ
洞

で
行
わ
れ

た
前
任
部
員
最
後

の
研
修
慰
労

会

に
参
加
し
た
時

に
見
た
あ
の

笑
顔
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
二
年
間

や
り
遂
げ
た
充
実
感
が
伝
わ

っ

て
来
ま
し
た
。
大
満
足
の
顔
、

顔
。
沢
山
あ
る
支
館
事
業
と
皆

さ
ん
の
い

つ
ま
で
も
忘
れ
る
事

の
な
い
良

い
仲
間
、
思
い
出
作

り
を
私
達
十
二
名
は
微
力

で
す

が
陰
か
ら
お
手
伝

い
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
嗜
ゴ
偽

｛【　　ヽ

『　　
．ヽ
．

卍い
」P塩智 沢

観轟
▼  、_ ▼

メJ磯ちl

鸞らぶ層
ヽ´

」竃h
C)

,
2区分館長

室‐松 島 系 ^
1区分館長

松 岡 修

ノ

ロ・ ′ .)
5区分館長
小 島 俊 彦

4区分館長    3区 分館長
塚 本 洋四郎  後 藤 孝 男

1
5区分館主事   4区 分館主事   3区 分館主事
木 村 菊 夫  日 吉 宇 平  橋 都 千恵子

、r
」IL

2区分館主事   1区 分館主事
宮 下 清 秀  木 下   敏

6区分館長
高 木 利 正

6区分館主事
秦   廣 美

平成15年度高森町公民館下市田支館

歳入歳出予算書

(自平成 15年 4月 1日 ～至平成16年 3月 31日 )

平成15年 3月 23日 可決

歳入の部          歳出の部    (単 位千円)

平成15年度下市田区一般会計

歳入歳 出予算書

(自平成15年 4月 1日 ～至平成16年 3月 31日 )

平成15年 3月 23日 可決

【1.収入の部】         【2.支出の部】 (単位 千円)

不斗  目

繰  越  金

本年度予算額

550

繰  入  金

補 助  金 400

雑  収  入

〈
口 計 3,951

科  目 本年度予算額

総 務 費 1,990

事 業 費 1,700

広 報 費 20

予 備 費 241

合  計 3.951

区  分 本年度予算額

1区 費 14.500

2.繰  入  金 1,350

3.町 支 出 金 6,000

4.財 産 収 入 1.200

5.寄  付 金 350

6.消 防義務金 2,100

7.諸 収 入 金 500

8.前 期繰越金 6.500

合   言十 32,500

区  分 本年度予算額

1.総  務  費

2.環境衛生費

12,755

1,200

3.林  務  費 1.000

4.土  木  費 6,500

5.水  利  費 2,660

6.消  防  費 2,700

7.公 民 館 費 3,000

8.予  備  費 2,685

合   計 32,500
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．
が
あ

り
ま
す

民
生
児
童
委
員

福

島

壽

子

午

‐下
市
肝

二
月
六
日
の

「
萩
の
里
ふ
れ

あ
い
広
場
」
が
盛
会
に
行
わ
れ

ま
し
た
事
に
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ふ
れ
あ
い
広
場
は
今
年

で
十
四
回
に
な
り
ま
し
た
。

敬
老
会
と
は
異
な
り
、
若
い

方
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
常
日
頃

顔
を
会
わ
せ
て
交
流
す
る
こ
と

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

寄
り
集
ま

っ
て
楽
し
い

一
日
を

持
ち
ま
し
ょ
う
、
と
言
う
町
の

肝
煎
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

の
様
に
何
百
人
と
い
う
集
ま
り

の
肖
言
社
の
ヤ助
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
含
め
て
も
四
、
五
十
名
と

い
う
所
も
有
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
実
情
に

合
わ
せ
て
話
し
合
い
を
持
ち
、

町
内
巡
り
を
し
た
後
に
食
事
会

を
す
る
と
か
、
敬
老
会
と
合
同

で
す
る
所
も
有
り
ま
す
。
下
市

田
は
何
と
い
っ
て
も
町

一
番
の

大
世
帯
で
有
り
ま
す
の
で
、
バ

ス
で
区
民
会
館
に
集
ま

っ
て
頂

き
ま
す
。　
一

番
の
特
三
は^
、

保
育
園
児

に

参
加
し
て
頂

い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

有
難

い
こ

と
に
下
市
田

保
育
園
で
は
、

毎
年
年
次
計

画

に
組
入
れ

て
協
力
し
て

も
ら

っ
て
お

り
ま
す
。
他

地
区
で
は
お

昼

の
献
立

に

魚

の
骨
が
心

配
と
の
意
見

で
ミ
ン
チ
の

ハ
ン
バ
ー
グ

等
出
し
て
い
る
所
も
有
る
様
で

す
が
、
下
市
田
で
は
季
節
感
の

あ
る
ナ
ズ
ナ
の
お
ひ
た
し
や
、

魚
の
煮
付
を
出
し
先
輩
に
骨
の

取
り
方
を
教
え
て
も
ら

っ
て
、

美
味
し
く
食
事
を
し
て
お
り
ま

す
。
来
年
も
楽
し
い
ふ
れ
あ
い

広
場
が
持
て
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

L
彦外宮

支
館
の
仕
事
の
内
容
を
ほ
と

ん
ど
知
ら
ず
に
部
員
を
引
き
受

け
、
そ
の
上
部
長
に
な
り
ま
し

て
、
い
さ
さ
か
困
惑
し
、
と
ま

ど

っ
て
い
ま
す
が
、
な

っ
た
以

上
若
い
部
員
の
皆
さ
ん

（中
年

か
な
？
）
と
、
楽
し
く
気
楽
に

や

っ
て
行
け
る
よ
う
頑
張

っ
て

行
き
ま
す
。
又
、
懇
親
会
も
時
々

あ
る
よ
う
な
の
で
、
健
康
に
も

配
慮
し
て
、
自
宅
よ
り
区
民
会

館
ま
で
歩
い
て
行
く
こ
と
に
決

め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
御
指
導
と
御
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

正

I.【収入金の部】

平成14年度下市田区一般会計決算報告書

(自平成14年 4月 1日 ～至平成15年 3月 31日 )

収入金計 37,168,508円  支出金計 29,618,518円  差引残高 7,549,990円
Ⅱ.【支出金の部】 (単位 円)

項   目 予算現額 決算支出額 比較 (予算。決算)

1.総  務  費

7.公

8.予

12,765,000

1,200,000

900,000

8,900,000

2,660,000

2,235,000

6,360,382

3,010,000

11,474,054

1,042,922

601,657

6.511,737

2,354,139

2,124,009

2,500,000

3,010,000

1,290,946

157,078

298,343

2,388,263

305,861

110,991

3,860,382

支 出 合 計 38,030,382 29,618,518 8,411,864

平成14年度 高森町公民館下市田支館決算報告書

(自平成 14年 4月 1日 ～至平成 15年 3月 31日 )

決算収入額 4,278,083円  決算支出額 3,655,867円  残 高 622,216円 (JAみ なみ信州預金 622,216円 )
2.支 出の部              △印減 (単位 円)

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

予  備  費

2,100,000

111,000

20,000

1,700,000

1,964,726

0

11,109

△  135,274

△  111,000

△   8,891

合   計 3,931,000 3,655,867 △  275,133

1.収 入 の 部

項   目 予算現額 決算収入額 比較 (予算・決算)

1.区 費

8.前 期

15,000,000

1,350,000

8,800,000

1,500,000

350,000

1,400,000

2,140,000

7,490,382

15,250,285

866,506

7,968,901

1,478,058

353,660

1,620,716

2,140,000

7,490,382

250,285

483,494

831,099

21,942

3,660

220,716

収 入 合 計 38,030,382 37,168,508 861,874

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

雑  収  入

320,000

1,000

600,000

3,010,000

489,900

31,042

747.141

3,010,000

169,900

30,042

147,141

合   計 3,931,000 4,278,083 347,083

/
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2.繰  入  金

3.町 支 出 金

4.財 産 収 入

5.寄  付  金

6消 防 義 務 金

7.諸 収 入 金

0

繰  越  金

繰  入  金

補  助  金

2.環 境 衛 生 費

3.林  務
4.土  木  費

5.水  利  費

0

総  務  費
△   19,968事 業 費

広 幸侵 費

1,680,032
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よ
う
こ
そ
下
市
田
ヘ

皆
さ
ん
初
め
ま

し
て
。
妻
の
美
智

子
、
年
長
の
一印
代

年
少
の
英
介
で
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
を
新

築
し
、
平
成
十
五

年
五
月
五
日
よ
り

三
区

へ
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

引

っ
越
し
て
来
る

に
あ
た
り
、
地
域

住
民
の
方
と
馴
染

め
る
か
ど
う
か
が
す
ご
く
不
安

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
不

安
も

一
気
に
吹
き
飛
ば
し
て
く

れ
る
く
ら
い
と
て
も
気
さ
く
な

■
■
■
■
■
■
■
■
■

れ
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
く

温
か
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で

一

区
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
も

そ
も
高
森
町
に
新
築
す
る
予
定

は
考
え
て
い
な
か

っ
た
た
め
、

子
供
達
が
保
育
園
か
ら
中
学
校

ま
で
自
分
と
同
じ
道
を
歩
ん
で

行
く
の
が
と
て
も
不
思
議
に
感

じ
ま
す
。
子
供
達
と
散
歩
に
出

か
け
る
と
、
見
慣
れ
た
景
色
が

と
て
も
懐
か
し
く
、
あ
ら
た
め

て
こ
の
地
に
戻

っ
て
来
た
こ
と

を
実
感
し
、
う
れ
し
く
感
じ
ま

す
。一
家
の
大
黒
柱
と
し
て
こ
の

地

に
住
む
の
は

初
め
て
で
、
分

か
ら
な
い
事
ば

か
り
で
す
。
ま

た
ご
近
所
と
の

付
き
合

い
方
も

不
慣
れ
で
あ
る

た
め
何
か
と
お

聞
き
す
る
こ
と

が
多

々
あ
る
か

と
思

い
ま
す
。

こ
ん
な

一
家

で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
末
永

い
お

付
き
合

い
を
よ

ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

下市田区民となり
3区 久保田 健 二

方
達
ば
か
り
で
、

も
う
仲
間
の

一
人

と
し
て
接
し
て
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　
　
　
　
　
い
に
し
よ
う
と

三
区
　
官
］
十Ｐ

〈笠

釜
口
　
州
“
浸
ｒ
擦

つ ト

飯
田
ま
で
新
し
い
道
路
が
出
　
て
ち

っ
と
も
リ
フ
レ
ツ
シ
ュ
に

来
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
　
な
ら
な
い
。
健
康
の
た
め
に
い

い
る
人
を
多
く
見
か
け
る
。
思
　
い
と
は
わ
か

っ
て
い
て
も
、
何

い
立

っ
て
夫
婦
で
二
晩
歩
い
て
　
事
も
続
け
る
の
は
難
し
い
。

み
た
が
、
三
日
坊
主
に
も
届
か
　
　
同
僚
に
飯
田
か
ら
座
光
寺
美

な
い
で
そ
れ
き
り
に
な

っ
て
し
　
女
の
信
号
ま
で
歩
い
て
い
る
人

ま

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
い
る
。
あ
る
日
ダ

ン
ボ
ー
ル

町
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
農
園
と
　
に
入

っ
た
ひ
よ
こ
を
見
つ
け
た
。

い
う
の
も
借
り
て
野
菜
を
作

っ
　
夜
店
で
買

っ
て
み
た
も
の
の
、

て
い
る
。
雑
草
は
取

っ
て
も
取
っ
　
大
き
く
な
っ
て
捨
て
た
ら
し
い
。

て
も
増
え
て
き
て
、
隣
の
人
を
　
寒
い
夜
の
こ
と
、
放

っ
て
お
い

雑
　
　
感一区
下

イ
ラ
ク
戦
争
の
映
像
を
観
な

が
ら

「
人
間
の
命
は
地
球
よ
り

重
い
」
と
言
い
な
が
ら
も
正
義

の
名
の
も
と
に
、
い
と
も
簡
単

に
人
の
命
が
、
し
か
も
人
の
手

に
よ

っ
て
奪
わ
れ
て
い
く
様
を

目
の
あ
た
り
に
し
て
、
人
間
は

歴
史
の
教
訓
か
ら
学
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
唯

一
の
大
事
な
こ

と
を
、
何
ら
学
ん
で
き
て
い
な

い
こ
と
に
改
め
て
気
づ
き
愕
然

と
す
る
。

名

の
も
と
で
進

め
ら
れ
て
い
る

沢い　　工貝　一赫一諧麒」「いい都

を
翻
弄
し
、
切
り
捨
て
て
い
く

こ
と
で
も
あ

っ
た
こ
と
に
気
づ

き
、
微
か
で
も
期
待
を
持

っ
て

い
た
自
分
の
愚
か
さ
に
腹
立
た

し
さ
を
感
じ
る
。
言
葉
ば
か
り

が
先
行
し
、
実
行
が
伴
わ
な
い

政
治
に
は
も
う
辟
易
で
あ
る
。

こ
ん
な
事
が
頭
の
中
を
ク
ル

ク
ル
回
り
な
が
ら
忙
し
く
生
活

に
追
わ
れ
、
気
が

つ
い
て
ハ
ツ

と
目
を
上
げ
れ
ば
桜
花
は
既
に

散
り
、
日
に
青
葉
、
薫
風
爽
や

脅

わ
い
そ
う
に
思

っ
て
拾

っ
て
き

た
が
、
オ
ス
は
卵
を
産
ま
な
い
。

ど
う
し
よ
う
と
迷
い
な
が
ら
エ

サ
を
や

っ
て
い
る
う
ち
に
情
が

移
り
、
と
う
と
う
鶏
小
屋
ま
で

作

っ
て
し
ま
っ
た
。
周
り
で
は
、

大
き
く
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
に
食

書
館

・
体
育
館

ｏ
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
が
あ
り
、
毎
夜
、
大
勢
の
町

民
の
皆
さ
ん
が
出
掛
け
て
来
て

学
習
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で

い
る
。

コ
ー
ラ
ス
の
歌
声
が
聞

こ
え
、
大
正
琴
が
響
き
、
テ
ニ

ス
ボ
ー
ル
を
は
じ
く
音
、
歓
声
、

そ
こ
は
活
気
に
満
ち
溢
れ
、
ま

,ヒ
ar↓

―

も
鳳

負

―

ま
す
か
。

そ
の
彼
が
先
日
は
、
く
わ
え

タ
バ
コ
の
高
校
生
に
会

っ
て
し

ま

っ
た
。
こ
れ
ま
た
放

っ
て
お

け
ず
、
名
前
と
高
校
を
聞
く
と

素
直
に
答
え
る
。
注
意
し
て
帰

し
て
次
の
日
連
絡
し
て
み
る
と
、

そ
ん
な
名
前
の
生
徒
は
ど
こ
に

も
い
な
い
。
う
ま
く
だ
ま
さ
れ

て
、
ま
た
茶
飲
み
話
の
話
題
を

提
供
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

（私
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
も
思
い
が

け
な
い
出
会
い
が
あ
る
。
歩
く

の
に
気
持
ち
い
い
気
候
に
な

っ

が
い
る
、
仲
間
が
で
き
る
、
笑

顔
が
見
れ
る
、
も
う

一
つ
の
自

分

の
居
場
所
…
…
。
そ
ん
な
期

待
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
仕
事

の
疲

れ
も
忘
れ
て
出
掛
け
て
来
れ
る

の
で
し
ょ
う
。

誰
し
も
が
、
幾

つ
に
な

っ
て

も
仲
間
づ
く
り
と
学
び

へ
の
欲

求
を
も

っ
て
い
る
。
そ
れ
を
か

な
え
て
く
れ
る
場
所
が
こ
こ
な

の
だ
…
…
。
そ
う
他
人
事

の
よ

う
に

つ
ぶ
や
く
自
分
に
も
う

一

人

の
自
分
が

「
お
前
は
ど
う
す

る
ん
だ
〃
」
と
厳
し
く
さ
さ
や

き
か
け
て
く
る
。

た
ら
死
ん
で
　
べ
た
ら
ど
う
だ
と
気
楽
な
こ
と
　
て
き
た
し
、
ま
た
始
め
よ
う
か

し
ま
う
。
か
　
を
言

っ
て
い
る
が
、
ど
う
な
り
　
な
。
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８
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８
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８
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８

８

８

０
３

８

（

こ
の
国
で
　
か
な
季
節
に
な

っ
て
い
た
。
．
　

る
で
別
世
界
の
よ
う
だ
。
何
が

「
改
革
」
の
　
　
自
宅
の
隣
に
は
公
民
館

・
図
　
あ

っ
て
も
こ
こ
に
来
れ
ば
仲
間

ヽ

」
」 ′

Iコ
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わたしの作文

ぼくの作文

チ

ャ
レ

ン
ジ
キ

ャ
ン
プ

小
ハ

小

林

永

美

（六
区
）

ど
う
か
そ
の
方
が

心
配

に
な

っ
て
、

ソ
ロ
の
事
は
ソ
ロ

の
日
に
な
る
ま
で

忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
と

同
じ
班
だ

っ
た
人

の
中
に
北
小

の
人
や
中
学
生

の
人
が
い
て
、

す
ご
く
緊
張
し
た
け
ど
、
す
ぐ

に
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。
チ
ヤ

レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ

一
日
目
の
夜

は
寝
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
ゃ
べ
っ

て
ば
か
り
い
て
寝
る
の
が
お
し

い
よ
う
な
気
が
し
た
か
ら
で
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ

ャ
ン
プ
に
参

加
し
て
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た

事
は
、
人
前

で
も
大
き
な
声
を

出
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
事
と
、

火
お
こ
し
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ

た
事
で
す
。
ど
う
い
う
物
に
最

初
火
を

つ
け
れ
ば
い
い
の
か
が
、

わ
か
り
ま
し
た
。
家
に
帰
ら

て

き
た
そ
の
時
は
、
こ
こ
が
別
世

界

の
よ
う
で
、
火
が

す
ぐ

つ
い
た
り
、
お

湯
が
出

て
き
た
り
、

明
る
い
あ
か
り
な
ど

感
動
し

っ
ぱ
な
し
で

し
た
。
そ
し
て
、
お

母
さ
ん
の
あ
り
が
た

み
が
わ
か
り
、
お
手

伝

い
が
、
自
然

に
で

き
る
よ
う
に
な

っ
て

い
ま
し
た
。
心
配
だ
っ

た

ソ

ロ
は
、
雨

の
中

で
も

こ
わ
く
な
く
、

あ

の
時
お
も

い
き

っ

て
参
加
し
て
本
当
に
よ
か

っ
た

で
す
。
今
年
も
参
加
し
、
初
め

て
の
人
に
は
親
切
に
し
て
、
も
つ

と
友
達
を
増
や
し
た
い
で
す
。

私
が
五
年
の
時
、
友
達
に
さ

そ
わ
れ
て
初
め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。

以
前
に
参
加
し
た
事
の
あ
る
お

兄
ち
ゃ
ん
か
ら
、
「
ソ
ロ
は
こ

わ
い
ぞ
。
」
と
お
ど
か
さ
れ
て

い
た
の
で
、
心
配
に
な

っ
て
し

ま
い
、
行
き
た
く
な
い
と
い
う

気
持
ち
も
あ

っ
た
け
れ
ど
、
が

ん
ば

っ
て
行
き
ま
し
た
。
で
も
、

い
ざ
そ
の
場
に
行

っ
て
み
る
と
、

北
小
の
人
や
中
学
生
、
大
人
の

人
な
ど
、
知
ら
な
い
人
が
多
く

て
、
ち
ゃ
ん
と
話
が
で
き
る
か

春

の
お
楽
し
み
会

小
五

田
仲
愛

今
は
、
下
市
田
二
区
の
会
所

で
す
。
み
ん
な
で
ド

ッ
ジ
ボ
ー

ル
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
や

っ
て
遊

び
ま
し
た
。
み
ん
な
楽
し
く
声

を
あ
げ

て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
れ
に

つ
ら
れ

て
、
私
も
う
れ

理
（二
区
）
軋
ス
な
り
ま
し

＋
（

こ
ん
ど
は
、
焼
肉
を
食
べ
に
、

松
川
の
り
ん
ご
園

へ
行
き
ま
し

た
。
そ
こ
は
、
お
花
も
い
っ
ぱ

い
で
、
自
然
で
、
焼
肉
や
物
を

食
べ
た
り
す
る
の
に
、
ち
ょ
う

ど
い
い
場
所
で
し
た
。

「
ジ

ュ
ワ
ー
。
」

焼
け
た
よ
う
で
す
。
お
肉
は

プ
ニ
ュ
プ
ニ
ュ
で
、
量
も
ん多
か
っ

た
で
す
。
野
菜
も
た
っ
ぷ
り
あ
っ

て
、
う
れ
し
い
で
す
。
周
り
を

見
た
ら
、
み
ん
な
お
い
し
そ
う

に
喜
ん
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。

何
分
か
た

っ
て
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
食

べ
終
わ

っ
て
遊
ん
で

い
ま
し
た
。
み
ん
な
は
、
お
な

か
が
い

っ
ぱ

い
な
こ
と
を
、
わ

す
れ
た
か
の
よ
う
に

一
生
け
ん

命

に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
中

に

は
、
け
が
を
し
て
も
、
元
気

に

遊
ん
で
る
人
も
い
ま
し
た
。
高

学
年
生
は
低
学
年
生

に
、
や
さ

し
く
し
て
あ
げ
な
が
ら
い
っ
し
ょ

に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
な
の
で
、

み
ん
な
で
楽
し
め
て
よ
か

っ
た

と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
去
年
来

て
な
か

っ

た
人
や
、
入
学
し
て
な
か

っ
た

人
も
楽
し
い
休
み
に
な
れ
た
と

思

い
ま
す
。

ｒ

ｎ
ｍ
Ｆ

後列右端が永美さん

平成15年度 高森町公民館下市田支館事業計画    平成15年度 高森町公民館下市田各分館事業計画
区 月 日 (曜 ) 事 業 名 会  場 内 容 等

区

7月 5口 田

9月 21口 0)

11月 22・ 23日 (土。日)

1区ふれあい広場

芸能祭

展覧会

中央公園

町福祉センター

ふれあい会館

夏祭り

芸能発表・ 交流会

個展

２
　

　

区

4月 13日 (Π )

8・ 12月 以外毎月

6月 中

7月 中

7月 中

じゃがいも種まき

お年寄りと子どものふれあい会

マレットゴルフ大会

じゃがいも掘り

納涼祭

朝霧サロン

親水公園

朝霧サロン駐車場

子どもたちで (地域農政協か

竹 トンボ飛ばし他

植付・ 収種・ 収種祭まで

踊り。出店

３
　

区

5月 25日 (日)午 前
・ 午後

7月 19日 (D

力行会スボーツ大会

お好み演芸会

小中学生ふれあい学習

区民会館前広場

区民会館

グランドゴルフ

常会出演 演芸大会
軽スポーツ

４
　

区

月

月

月

月

7

0

1

3

中

～10月

1日 t0

中

軽スボーツ大会

チビッコ太鼓クラブ

元旦マラツン及びウォーキング

健康作リスポーツ大会

生活改善センター

タ映え道路

南部広場

ペタンク・ グランドゴルフ

太鼓練習 (運動会に向けて)

漸進会・ 分館共催

老人クラブ・ 小学生

５

　

区

9月 7日 (口 )

1月 中

スポーツ大会

アパート及び

独立世帯との交流会

南小体育館及び

グラウンド

下五会館

グランドゴルフ

12年 日

６

　

　

　

区

12月 下旬

1月

5月 10日 10

5月 25日 (口 )

7月 12・ 13日 (土・口)

8月 2日 田

8月 15。 16日 (金・土)

8月 18日明)

高寿会との交流会

スポーツ大会

飯食炊さん

納涼祭

盆踊り大会

夏祭り

生涯学習

どんど焼

親水公園

阿智青年の家

お祭り広場

お祭り広場

出砂原地区 ‐帯

出砂原地区館

グランドゴルフ

常会対抗グランドゴルフ大会

学校五日制への対応

お店屋さん

育成会・婦人団体等と協調

大煙火大会・ 灯電流し

子ども提灯行列・ 子ども神輿

正月飾り議習会

月日 (曜 ) 行 事 名 場  所 内 容 等 担当責任者

5月 ～ 6月

6月 14口 ω

7月 13日ω

7月 26口 ω

8月 16日ω

10月 12日 (日 )

10月 18日 CD
-19日 (n)

11月 15日 田

～ 16日 (口 )

12月 ～ 1月

10月 ～11月

2月 15日 (n)

3月 28口 (口 )

随 時

区報・館報 (55号 )の編集

発行 6月 1日

地元町議との懇談会

町スイーツ大会

萩の里まつり

盆野球大会

町民運動会

文化祭り・ 敬老会

区報・館報 (56号 )の編集

発行 ll月 1ロ

町ふるさと祭り

テント村出店

区報・館報 (57号 )の編集

発行 2月 1ロ

ペタンク大会

萩山神社春祭り

図書管理

区民会館

区民会館

中学グランド

区民会館他

区民広場

区民会館

役場駐車場

区民会館

高森 ドーム

区民会館

企画 。原稿依頼・ 編集

区・支館の報告と依頼原稿

地元町議の議会報告

区民の要望・ 懇談等

ソフトパレー・ 分館対抗

盆踊り,花火

演技 (保育園・太鼓等 )

お楽しみコーナー

分館対抗

分館対抗

企画 。原稿依頼・編集

区・支館の報告と依頼原稿

おしるこ無料サービス

作品展示・ 舞台発表

ぐるリウォーキング

敬老会

企画・ 原稿依頼・ 編集

区・支館の報告と依頼原稿

写真・ ビデオ撮影

図書の購入・ 貸出し

編集責任者・支館長

支館長・ 担当部長

(分館対応)

支館長・ 担当部長

(分館対応)

(分館対応)

支館長・担当部長

編集責任者・支館長

編集責任者・支館長

(分館対応)

支館・ 視聴覚担当

担当部長

li`l

ノ
７
´
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グループ紹介

「
下
市
田
四
区

チ
ビ

ッ
コ
太
鼓
ク

ラ
ブ
」
は
「
チ
ビ
ッ

コ
ク
ラ
ブ
」
の
発

展
的
解
消

に
と
も

な

っ
て
で
き
た
ク

ラ
ブ

で
す
。

前
身
の

「
チ
ビ
ッ
コ
ク
ラ
ブ
」

は
、
平
成
七
年
、
学
校
週
五
日

制
の
導
入
に
あ
た
り
、
土
曜
日

の
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
保
障

し
よ
う
と
生
ま
れ
た
ク
ラ
ブ
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、

何
を
す
る
か
相
談
し
な
が
ら
活

下
市
田
五
区

部
落
長

今
回

「
ゴ
ミ
収

集

ス
テ
ィ
ー
シ

ョ

ン
雨
除
け
施
設
設

置
事
業
」
を
高
森

町
で
第

一
番
目
の

補
助
事
業
と
し
て

行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
五
月
十

一
日
午
後

一

時
半
よ
り
地
鎮
祭
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
前
年
度
の
五

区
役
員
、
常
会
長
会
に
於
て
研

究
協
議
し
た
結
果
、
平
成
十
五

年
度
に
引
継
ぐ
事
業
と
し
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。
出
席
者
は
高

森
町
、
下
市
田
区
、
環
境
衛
生

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
会
所

で
の
遊
び
、
お
や
つ
作
り
、
時

に
は

つ
り
に
出
か
け
た
り
、
夏

に
は
会
所
で
キ
ャ
ン
プ
を
行

っ

た
り
、
た
く
さ
ん
の
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。
完
全
週
五
日
制

に
な
る
と
自
治
体
で
対
応
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
チ
ビ

ッ
コ
太
鼓
ク
ラ
ブ
」

の

最
初
の
出
番
は
運
動
会
で
し
た
。

太
鼓
や
バ
チ
を
部
落
で
用
意
し

て
く
だ
さ
り
、
子
ど
も
た
ち
は

土
曜
日
や
平
日
の
夜
に
会
所
に

集
ま

っ
て
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
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太
鼓
を
た
た
い
て
楽
し
も
う

四
区

木

村

敦

子

「
ド

ド

ン

コ

ド

ン

　

カ

ッ

カ

　

ド

ド

ン

コ
ド
ン
…
」

と
い
う
気
持

ち

の
よ
い
か

け
士戸
に
〈
口
わ

せ
て
太
鼓
を

た
た
き
ま
す
。

初
め
は
恥
ず

か
し
が

っ
て

大
き
な
声
が

出
せ
な
か

っ
た
り
力
を

こ
め
て

た
た
け
な
か

っ
た
り
し
て
い
た

子
ど
も
た
ち
が
、
友
だ
ち
と
教

え
合
う
こ
と
を
通
し
て
だ
ん
だ

ん
上
手
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

道
路
を
挟
ん
で
駐
車
場
の
建
設

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

雨
除
け
施
設
も
色
々
な
多
目
的

広
場
と
し
て
五
区
区
民
が
利
用

さ
れ
る
様
に
な
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
次
に
五
区
地
域
内
を
流
れ
て

い
る
河
川
に
つ
い
て
で
す
が
、

北
側
間
ケ
沢
川
、
中
側
に
天
丼

川
の
黒
沢
川
、
南
に
南
大
島
川
、

東
側
に
江
戸
ケ
沢
川
と
天
竜
川
、

河
川
終
点
迄
と
河
川
に
挟
ま
れ

た
地
域
区
で
す
。
中
で
も
江
戸

ケ
沢
川
と
黒
沢
川
は
洪
水
量
も

多
く
水
害
に
は

一
番
気
を
使
う

河
川
で
す
。
大
雨
が
降
れ
ば
十

五
分
間
位
で
満
水
に
な
り
、
河

原
は
浸
水
す
る
。
こ
の
河
川
は

力

一
杯
に
た
た
く
こ

と
を
楽
し
む
子
、
リ

ズ
ム
を
正
し
く
き
ざ

む
こ
と
を
楽
し
む
子
、

そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

皆
の
息
が
そ
ろ
い
太

鼓
の
響
き
が
そ
ろ
っ

た
時
の
気
分
は
格
別

で
す
。
「
下
市
田
四

区
ふ
れ
あ
い
広
場
」

で
も
発
表
の
機
会
を

い
た
だ
き
、
子
ど
も

た
ち
の
生
き
生
き
し
た
姿

に
、

た
く
さ
ん
の
拍
手
を

い
た
だ
き

ま
し
た
。

〈
「″俊
は
中
舗
即
明
に
績
鴇省
たて
″何
っ

て
い
く
予
定

で
す
。

座
光
寺
河
原
を
通

っ
て
天
竜
川

に
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
が
高
森
町
内
で
天
竜
川
に

直
接
流
れ
込
ん
で
い
れ
ば
黒
沢

川
や
江
戸
ケ
沢
川
の
水
害
の
恐

怖
か
ら
は
逃
れ
る
か
と
思
い
ま

す
。
黒
沢
川
は
天
丼
川
で
土
手

の
天
端
も
二
十
セ
ン
チ
位
は
下

が
り
始
め
、
川
底
も
上
が

っ
て

来
て
い
ま
す
。
心
配
で
す
。

黒
沢
川
は
昭
和
時
代
に
四
～

五
回

（
三
六
水
害
を
入
れ
て
）

決
壊
し
て
い
る
暴
れ
川
で
す
。

今
回
は
「ゴ
ミ
収
集
ス
テ
ィ
ー

シ
ョ
ン
雨
除
け
施
設
」
と
駐
車

場
建
設
、
河
川
が
流
れ
て
い
る

地
域
五
区
内
の

一
部
を
紹
介
し

ま
し
た
。

委
員
、
常
会

林

邁
霙
錮

施
行
業
者
相
川
鉄
工
さ
ん
合
わ

せ
て
二
十
五
名
の
出
席
を
い
た

だ
き
、
厳
粛
か

つ
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
祝
賀
会
も
新
旧
役

員
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
も
出
来
、
環
境
衛
生
委
員
も

高
森
町

一
番
の
ゴ
ミ
分
別
収
集

に

一
段
と
力
を
入
れ
て
行
き
た

い
と
間
口
八
米
、
奥
行
二
米
五

十
の
集
荷
雨
除
け
施
設
が
近
々

着
工
の
運

び
に
な
り

ま
す
。
こ
の
施

設
と
共

に

ふ

0●

平
成
十
五

・
十
六
年
度
の
編

集
委
員
会
は
左
記
の
通
り
構
成

し

「
萩
の
郷
」
発
行
を
担
当
し

ま
す
。
尚
、
編
集
委
員
は
全
員

が
支
館
部
員
で
あ
り
、
支
館
事

業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

区
　
長
　
　
大
屋
敷
　
清

副
区
長

会

計

支
館
長

副
支
館
長

支
館
主
事

編
集
委
員

縫 正 純

萩
山
神
社
の
春
祭
を
終
え
て

新
年
度
を
迎
え
る
と
、
満
開
の

桜
吹
雪
の
中
新

一
年
生
の
ラ
ン

ド
セ
ル
が
光

っ
て
続
く
。
新
し

い
服
と
、
名
札
と
、
靴
と
…
。

下
市
田
地
区
も
代
議
員
会
を

は
じ
め
各
委
員
会
、
監
査
委
員

の
交
替
が
あ
り
、
支
館
関
係
で

は
、
三
役
、
分
館
長
、
分
館
主
事
、

部
員
の
顔
ぶ
れ
が
大
幅
に
変
わ
っ

て
、
名
実
共
に
新
鮮
な
発
足
の

様
を
呈
し
て
参
り
ま
し
た
。

向
こ
う
二
年
間
の
連
携
と
協

調
に
よ
っ
て
、
事
業
計
画
に
盛

ら
れ
る
諸
行
事
が
無
事
推
進
さ

れ
、
区
と
公
民
館
が

一
体
と
な
っ

て
区
民
全
体
の
文
化
的
安
全
福

祉
等
に
寄
与
で
き
ま
す
よ
う
役

員

一
同
結
束
し
て
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

区
報

「
萩
の
郷
」
創
刊
号
が

二
十
年
前
に
発
刊
さ
れ
、
区
報

館
報
と
な

っ
て
八
年
目
を
数
え

る
と
聞
く
今
日
、
先
達
の
英
断

に
よ
る
叡
智
に
思
い
を
寄
せ
、

歴
史
的
由
緒
深
き
下
市
田
の
地

に
、
「
温

故

知

新

」

の
連

綿
と
し
た
流
れ
の

一
端
と
な
る

よ
う
な
編
集
に
留
意
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
何
な

り
と
ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ

下
さ
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
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